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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防 

～
ワ
ク
チ
ン
、
手
洗
い
の
効
果
に
つ
い
て
～ 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
か
ぜ
の
違
い 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
か
ぜ
も
、
上
気
道

鼻
腔
、
咽
頭
、
喉
頭
な
ど
の
粘
膜
の
急
性

炎
症
で
、
鼻
水
、
く
し
ゃ
み
、
の
ど
の
痛

み
、
せ
き
、
発
熱
な
ど
を
伴
う
も
の
を
『
か

ぜ
症
候
群
』
と
呼
び
ま
す
。 

 

か
ぜ
症
候
群
は
軽
い
鼻
症
状
が
主
体
の

普
通
感
冒
（
い
わ
ゆ
る
か
ぜ
）
か
ら
、
咽

頭
炎
、
扁
桃
炎
、
気
管
支
炎
、
さ
ら
に
全

身
に
強
く
症
状
が
出
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ま
で
様
々
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
か
ぜ
も
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
症
で
、
ウ
イ
ル
ス
の
種
類
に
よ
っ

て
診
断
が
つ
き
ま
す
が
、
症
状
か
ら
だ
け

で
は
区
別
が
つ
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル

ス
感
染
に
よ
り
引
き
起
こ
さ
れ
ま
す
。 

 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
か
ぜ
症
候
群
の
う

ち
で
最
も
重
症
と
な
り
や
す
い
病
型
で
、

わ
が
国
で
は
特
に
十
一
月
か
ら
三
月
に
急

激
に
感
染
す
る
人
が
増
え
る
の
が
大
き
な

特
徴
で
す
。 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
症
状 

 

か
ぜ
と
は
違
う
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
次

の
よ
う
な
症
状
が
多
く
現
れ
た
ら
、
早
め

の
受
診
を
し
ま
し
ょ
う
。 

 

・急
な
発
熱
（
他
の
症
状
よ
り
先
に
） 

・三
八
度
以
上
の
発
熱
と
悪
寒 

・関
節
や
筋
肉
が
痛
い 

・倦
怠
感
や
疲
労
感
が
あ
る 

・寝
込
ん
で
し
ま
う
ほ
ど
辛
い 

・頭
痛
が
す
る 

・せ
き
や
鼻
水
の
症
状
が
次
第
に
強
く
な
る 

 

ど
う
や
っ
て
感
染
す
る
？ 

 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が
感
染
す

る
方
法
は
大
き
く
分
け
て
二
つ
あ
り
ま
す
。 

 

・「飛
沫
感
染
」
：
鼻
水
や
せ
き
な
ど
の 

飛
沫
を
浴
び
て
感
染
す
る 

・
「
接
触
感
染
」
：
病
原
体
の
着
い
た
場
所
を

他
人
が
触
っ
て
、
そ
の
手
で
自
分
の
鼻

や
口
や
目
な
ど
を
触
り
感
染
す
る 

         

病
原
体
は
、
自
ら
移
動
し
て
私
た
ち
の

体
の
中
に
勝
手
に
入
っ
て
く
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル

ス
の
場
合
、
ウ
イ
ル
ス
を
吸
い
込
む
こ
と

に
よ
り
、
鼻
、
の
ど
、
肺
な
ど
の
粘
膜
で

増
殖
し
て
炎
症
を
起
こ
し
ま
す
が
、
こ
の

「
吸
い
込
む
＝
う
つ
る
」
方
法
に
「
飛

沫
」
・
「
接
触
」
が
あ
り
ま
す
。
直
接
し
ぶ

き
を
浴
び
る
こ
と
は
少
な
い
と
思
い
ま
す

が
、
咳
や
く
し
ゃ
み
、
咳
を
抑
え
よ
う
と

し
た
手
で
触
れ
て
環
境
を
汚
し
た
と
こ
ろ

を
、
ま
た
別
の
人
が
触
る
こ
と
で
感
染
し

た
り
、
拡
が
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 
 



「予
防
」が
一
番
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
罹
ら
な
い
こ
と

が
一
番
の
対
策
で
す
。
そ
の
た
め
に
で
き

る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。 

 ・流
行
前
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種 

・
マ
ス
ク
の
着
用 

・
鼻
水
や
た
ん
な
ど
を
含
ん
だ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
は

す
ぐ
に
捨
て
る 

・適
度
な
湿
度
の
保
持 

・休
養
と
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
栄
養
摂
取 

・人
混
み
や
繁
華
街
へ
の
外
出
を
控
え
る 

・手
洗
い
や
、
ア
ル
コ
ー
ル
製
剤
等
に
よ
る 

手
指
衛
生 

 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
に
有
効
な
手

段
と
し
て
、
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
あ
り
ま

す
。
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
こ
と
で
、
感

染
の
防
止
や
、
重
症
化
を
防
ぐ
効
果
が
期

待
で
き
ま
す
。
特
に
高
齢
の
方
や
感
染
症

に
な
る
と
重
症
化
す
る
基
礎
疾
患
（
慢
性

呼
吸
器
疾
患
や
糖
尿
病
な
ど
）
を
お
持
ち

の
方
は
か
か
っ
て
も
症
状
を
軽
く
す
る
効

果
を
期
待
で
き
る
の
で
、
毎
年
流
行
前
に

は
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
お
奨
め
し
ま
す
。

手
洗
い
に
つ
い
て 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
は
、
感
染
源

と
な
る
ウ
イ
ル
ス
を
避
け
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
そ
の
中
で
も
、
手
は
い
ろ
い
ろ
な

と
こ
ろ
を
触
る
の
で
ウ
イ
ル
ス
が
付
き
や

す
く
、
ま
た
口
や
鼻
を
触
っ
た
と
き
に
感

染
元
に
も
な
り
ま
す
か
ら
、
手
か
ら
ウ
イ

ル
ス
を
除
去
す
る
た
め
の
手
洗
い
が
感
染

防
止
に
非
常
に
有
効
で
す
。 

ご
自
身
の
い
つ
も
の
「
手
洗
い
」
は
「
洗

っ
た
つ
も
り
」
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？ 

 

公
開
講
座
で
は
、
蛍
光
剤
を
手
に
塗
っ

て
、
そ
れ
を
洗
っ
て
い
た
だ
き
、
洗
い
残

し
な
ど
の
日
頃
の
手
洗
い
を
振
り
返
っ
て

い
た
だ
く
手
洗
い
講
座
も
開
催
い
た
し
ま

す
。
ご
自
身
の
手
の
特
徴
と
正
し
い
洗
い

方
を
マ
ス
タ
ー
す
る
こ
と
で
、「
自
分
も
周

り
の
人
も
守
る
」
こ
と
が
で
き
ま
す
。
是

非
、
公
開
講
座
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

  

ワクチン接種の有無による 

死亡者数の比較（６５歳以上） 

ワクチン接種 受けていない人 

ワクチン接種 受けている人 



救急の日 ～救急車を取り巻く環境～

死亡, 76,255人

重症, 

465,457人

中等症, 

2,220,029人

軽傷, 

2,705,974人

その他, 10,655人

傷病程度別搬送人員の状況（平成27年中）

死亡 重症 中等症 軽傷 その他

特集2

49.4%

40.5%

8.5%

1.4%
0.2%

9月9日は救急の日です。「9（きゅう）9（きゅう）」の語呂合わせから、救急医療関係者
の意識を高めるとともに、救急医療や救急業務に対する国民の正しい理解と認識を深める
ことを目的として、昭和57年（1982年）に厚生労働省によって定められました。
救急自動車の出動件数は年々増加傾向にあるとされていますが、ではその内訳はどのよう
になっているのでしょうか。

最近では、軽い症状の場合に救急車を呼んだり、なかには救急車をタクシー代わりに呼ん
だりすることが問題になっています。緊急ではない場合にも救急車を呼んでしまうと、本
当に救急車を必要とする人への到着時間が長くなります。しかしその一方で、救急車を呼
んでいいか分からないなど、判断に迷う場合もあると思います。

救急車を呼んでいいか判断に困ったら→「救急相談センター ☎＃7119」へご相談
ください。こちらでは相談医療チーム（医師、看護師、救急隊経験者等の職員）が、24時
間年中無休で対応しています。困ったときはぜひ、お問い合わせください。

救急医療は限りある資源です。いざという時皆さんの自身の安心のために、9月9日（救急
の日）を機にに救急医療について考えてみませんか?

出典：平成28年版 消防白書（総務省消防庁）

発行：田園調布中央病院 広報委員会
編集：荒木公平（医事課）

櫻井大輔（地域医療連携室）

平成27年中の救急自動車による救急出動
件数は605万4,815件（対前年比6万9,894
件増、1.2%増）、搬送人員数は547万
8,370人（対前年比7万2,453人増、1.3%
増）で救急出動件数、搬送人員数ともに
過去最多となりました。

つまり、救急自動車は5.2秒に1回の割合
で出動し、国民の23人に1人が搬送された
ことになります。

また、救急自動車による搬送人員数の内
訳を傷病程度別にみると、軽症が270万
5,974人（49.4%）、中等症が222万29人
（40.5%）、重症が46万5,457人（8.5%）
などとなっています。
（左図参照）

救急の日
ヨロシクね！


